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～ＥＭＳによりカーボンニュートラルに貢献します～

⚫ カーボンニュートラル実現やレジリエンス対応とし
て、ビル、工場、商業施設、街区のお客さまから、
太陽光発電・蓄電池・空調・BＥＶ等を活用したエネ
ルギーマネジメントへのニーズが高まっています。

⚫ 未来に繋ぐSDGｓなまちづくりのために、お客さま
がスムーズに導入していただけるＥＭＳやＥＶサー
ビスの開発に取り組んでいます。

PV･BEV･蓄電池･負荷設備をリソースとしたEMSの開発

国立大学法人岡山大学

愛知工業大学

中部電力ミライズ株式会社

中部電力（株）技術開発本部
先端技術応用研究所 EaaSグループ

⚫ 社会実装を目指して実証中のKaruizawa Commongrounds、そよら上飯田は、 2025年3月に実証を終えて
本格運用となる予定です。

⚫ 実証で得た知見やお客さまの声を元に改良を重ね、事業会社や中電グループ会社とともに社会実装に向けた
サービスデザインを行っていきます。

中部電力（株）技術開発本部
先端技術応用研究所 EaaSグループ

⚫ お客さまフィールドにおける実証は、快適性の維持など責任
をもって対応する必要があり、緊張感をもって実施させてい
ただいております。

⚫ お客さまから貴重なご意見を頂戴する機会も多く、よりよい
サービス開発に生かしていきたいと思います。

V2H

PV

そよら上飯田
（空調）

技術開発本部構内
（空調、PV、蓄電池、BEV）

Karuizawa
Commongrounds
（空調、PV、BEV）

イオンリテールさまと共同実証CCCさま・デンソーさまと共同実証

気象データ等

発電予測
需要予測

0

50

100

0:002:004:006:008:0010:0012:0014:0016:0018:0020:0022:000:00

8月…

市場予測
JEPXデータ等

DR対応

中電EMS

⚫ 太陽光発電・蓄電池・空調・BＥＶ充放電器等を組み合わせて統合制御することにより、カーボンニュー
トラルを実現します。

⚫ 制御対象エリアの温湿度、CO2、人流データ、空調機内蔵センサ等、様々なデータと連携することで、快
適性と省エネ性を両立します。

⚫ 蓄電池と負荷を組み合わせ精度のよいＤＲ（デマンドレスポンス）に対応します。

⚫ 自立運転時にはローカル自動制御にてレジリエンスに対応します。
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取り組んでいます!
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